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開催場所

加藤委員、今西委員、新田委員、葉山委員、荻野委員

学校運営協議会議事録

府立西浦支援学校

山崎　　彩

開催日時 令和６年11月19日（火）　　10：00～11：30　　

鈴木　亮彦

次回の会議日程

令和７年２月中旬　10時開始予定

府立西浦支援学校　校長室

山崎校長、鈴木准校長、中村事務長、三宅教頭、榮教頭、川口首席

傍聴者 なし

議題等(次第順）

（連絡・報告）
・令和６年度学校経営計画の進捗について
・令和７年度使用教科用図書選定について
・令和６年度進路指導についての報告
・令和６年度ＳＰＳ認証に向けた取組みについて
・令和６年度農福連携の取組みについて

（協議案件）
・令和６年度学校教育自己診断結果について

【協議内容】
・令和６年度学校教育自己診断結果を共有して現在の課題を確認し、今後の取組みについて承認を受けた。

【委員からの主な意見】
（令和６年度学校経営計画の進捗について）
・企業交流会の取組みは、生徒だけでなく教員にとっても良い学びとなるのでは。小学部・中学部の児童生徒や
　教員の参加も検討してはどうか。
・先輩の体験を聞く会も、小学部・中学部の児童生徒に参加機会があるとよい。
・西成区や住之江区は「しごと博物館」という小・中学校の子どもに仕事について知ってもらう取組みを行っている。
　地域の中学校でも近隣の会社等で実習を行うなど自分の将来をイメージする機会を作っている。参考にしては。
・羽曳野市小学校では互いに交流を深めるほか、中学校の体験入学も実施している。互いの取組みについて知る
　ことに加えて、卒業後（中学校進学後）の生活に向けて見通しを持つ機会にもなっている。
・キャリア教育等の取組みが、キャリア・フロンティアコースに入っているような軽度の生徒向けのものに聞こえる。
　企業就労が難しい子どもが将来をイメージできるような学びについても実践し、情報共有してほしい。

（令和６年度学校教育自己診断結果について）
・保護者アンケートで、マチコミ配信による回答依頼に加えて、連絡帳でも回答をお願いするなど工夫することで
　回答率が向上したのは良いこと。90％を超える回答率の学校もあるので、今後も工夫を続けるべき。
・教職員アンケートで、「校長・准校長のリーダーシップ」「適性・能力に応じた校内人事」「人材育成」に関する項目
　で肯定的意見が減少したことについては、意見が言いやすい環境であると捉えることもできる。分析して改善策
　を考えることに加え、教職員同士の対話も大切だと思う。

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料 令和６年度学校教育自己診断アンケート（報告）

備考

小池首席、福井教務主任、筒井進路指導主事、小海首席
出席者(学校）


